
保育施設等の名称

保育施設等の種別

保育施設等の所在地

保育施設等の
電話番号

交通手段

送迎用駐車場

月～金曜日

土曜日

休日

保育施設等の休所日

入所定員

受入可能年・月・週齢

食材料費 主食費 円

　 副食費 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　台）

　

無償

備考

費用

利用者負担額（保育料）
0～2歳児クラス

原則、父母の市町村民税所得割額によって決
定。詳しくは「教育・保育給付認定における利用
者負担額等（月額）」を確認ください。

保育サービス内容

保育サービス名 有無 内容（利用年齢、利用時間、詳細料金など）

特別支援保育

延長保育
利用年齢等制限

（制限内容は右欄記載）

休日保育

3～5歳児クラス

3～5歳児クラスのみ（月額）

その他

令和7年4月1日における保育施設等の概要（令和6年10月1日の照会に基づく）

小羊園

小規模保育事業B型

仙台市泉区高森3丁目4－169

022－378－4804

自家用車　　　徒歩　　　宮城交通バスなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　3　台）

開所時間

短時間の利用時間帯 標準時間の利用時間帯 延長保育時間

8：30～16：30 7：30～18：30 18：30～19：30

8：30～16：30 7：30～18：30 なし

なし

日曜　祝日　12月29日～1月3日　

12名（14名）

0歳1歳2歳　（生後2ヶ月～満3歳を迎えた3月31日）

有 無

有

有

無

無

有 無

有 無



開設年月

敷地面積

建物面積

建物構造

児童の安全確保に向
けた取り組み

病児・病後児保育

園内・園庭に危険がないか定期的に点検を行い、危険がある時には随時改善、修理を行っています。
門扉や玄関は施錠をし外部からの侵入者に備えています。定期的に不審者訓練を行い、不審者侵入
を防ぐための道具も備えています。常日頃から、職員・園児には安全指導を行っています。

平成27年4月

267.74

1階　84．14　　　　（2階　69．40）

軽量鉄骨

園庭
園庭の有無

遊具等 ビジーカー　　ままごと　滑り台

保育サービス内容

一時預かり 余裕活用型

地域子育て支援センター

有

有

有

無

無

無

有 無



経営主体名称

経営主体代表者

施設長名（所長,園長）

常勤 非常勤 常勤 非常勤

施設長 1名 栄養士 1名

副園長 調理員 2名

保育士 4名 4名 その他 2名

保健師・看護師 合計 14名

保育施設等の方針

給食

　12時　30分 午睡準備・午睡

　15時　　分 起床・おやつ

　15時　30分 午後の活動（園庭・室内・散歩など）

保育施設等の１日
※行が不足する場合
は追加してください。

時間帯 保育内容

　7時　　30分 順次登園・自由遊び

　9時　　40分 午前おやつ

　10時　　　分 朝の会・クラス活動

　11時　30分

　時　　　分 順次降園

　18時　30分 延長保育開始

一般社団法人小羊園

代表理事鈴木智恵

園長　鈴木智恵

種別従業員者数

「ひとりひとりを大切にする保育」・・・子どもたちが健やかに育つように、ひとりひとりの子どもの個性や
特性を職員全員で把握し保育に努めています。小規模保育事業ならではの「家庭的な」良さをいかし、
子どもが子どもらしく生活できるように心がけています。
　
【保育目標】
★こころもからだも健康な子ども
★友だちや先生と仲良く遊ぶ子ども
★豊かな感情を持つ子ども
★意欲を持ち、身のまわりのことをすすんでしようとする子ども



施設長からの一言

保育施設等
ホームページ

その他

http://www.kohitsujien.com

12月 親子クリスマス会・近隣高齢者交流会

1月 新年おめでとう会

2月 節分会・Jアラート訓練・おはぎの会

9月 敬老の日お便り投函・総合消防訓練

10月 健康診断・ハロウィーンデー

11月 七五三の会・不審者訓練・勤労感謝の日訪問

こどもの日・偕楽園交流会

6月 親子行事・不審者訓練

7月 七夕会・プール開き

8月 夏祭り・プール納会

保育施設等の
年間行事

月 行事内容

4月 入園進級式・保護者会・健康診断

5月

3月 ひな祭り・お別れパーティー・お別れ会

子どもからもらえるパワーは私たちのエネルギー源です。毎日元気な子どもたちと過ごせることが「しあ
わせ」です。　子どもを取り巻く環境をより良いものにするために、職員一同研鑽を重ねています。子ど
もだけではなく、保護者の皆さまの力になれるように保護者支援にも力を入れています。　子育てが辛く
て孤独を感じたり、閉塞感を抱かないように・・・「つながる」「たよれる」保育園でありたいと思ってます。
40年前の家庭保育室時代からの「家庭的な保育」をこれからも大切にしていきます。

http://www.kohitsujien.com/

